
第３６回上田三四二記念「小野市短歌フォーラム」学生の部　受賞者一覧

賞名 氏名 歌 県名

最優秀 栗林　高紀 おとうとといすをはさんでおにごっこふたごあいてじゃぼくはかてない 兵庫県

最優秀 道輪　真乃祐 バベルの塔建てたやつらがいなければこんな苦労はしなくて済んだ 神奈川県

最優秀 水野　嵩大 空仰ぎ悩み吐き出す午後八時笑わず聞けよおいカシオペア 福井県

優秀 森　心菜 うるさいと何度母に言われたか夏はなんだかはじけちゃうんだ 兵庫県

優秀 小林　想良乙 かわあそびかみなりなってあめふっててんとのなかでおむすびたべた 兵庫県

優秀 三根　蓮音 カニとりに川に入ったはずなのにパンツが水着泳ぎ始める 兵庫県

優秀 藤原　慶杜 ぼくのゆめ南アジアでつかまえるミヤマクワガタヒラタクワガタ 兵庫県

優秀 南　凛音 夏の夜家族みんなで肝試し家に帰ると一人増えてる 東京都

優秀 蓬莱　誠人 れんあいは本にはのっていないから自分で学ぶれんあい自習 兵庫県

優秀 福井　希和 コンクール無数の音がまとまればホールにかかる旋律の道 兵庫県

優秀 万代　真崇 また明日という君の影法師にもその笑顔にも敵わない 島根県

優秀 丸本　愛桜 ラインでも夢の中でも雨のなかでもしゃべってしゃべって時間がたりない 広島県

優秀 長谷川　朋 帰り道揺れる電車で短編集揺れる心情秋の楽しみ 兵庫県

優秀 金子　歩実 学校も名前も何も知らないが目で通じ合う九時三十分発 東京都

優秀 髙田　稜生 君と見たあの夜の星思い出す冬の匂いがしてきた今日も 兵庫県

優秀 安達　亜充 いくつもの夢を追えども行きつかず二割のアリに取り込まれてく 兵庫県

優秀 和田　楓 弓を引き私の目には的がありあなたの目には私が映る 東京都

優秀 浅間　聖愛 お互いの言葉に思いやりあることをわかり始める高三九月 新潟県

佳作 稲岡　幸穂 あさのそらくものおふとんおきだした「ふぁー」あさだね今日がはじまる 兵庫県

佳作 小林　由依 トントンとまどがなる音聞こえたら野菜をくれるおじいちゃんいる 兵庫県

佳作 井澤　実 姉妹
きょうだい

で公園に行きブランコの高い所で言葉をかわす 兵庫県

佳作 河野　幸音 ひろくくらいしんかいみたいななつのよるひかるはなびはかっぱくらげだ 兵庫県

佳作 髙見　宗一朗 おんせんでことばなくてもつうじあうジョンと出会えたえたじまの夏 兵庫県

佳作 宮内　総志 ばんごはん何でもいいは困るらしい聞かれるぼくも困ってしまう 兵庫県

佳作 福井　湊登 だいすきなドクターイエローいんたいなんておもわずみにいくなつのゆうぐれ 兵庫県

佳作 錦山　香穂 テイクオフまるでひこうきおばあちゃんつまづきあっとどうたいちゃくりく 兵庫県

佳作 劉　妹萌 夏休みびわ湖に行ってながめたよ夕日と風のきれいな時を 愛知県

佳作 加藤　葵依 初めての青森旅行ねぶた見た夜空の中で鈴の音ひびく 東京都

佳作 村井　彩 竹馬にのれるようにと弟ががんばる姿スマホに記録 兵庫県

佳作 谷口　藍花 夏の空黒一面にちる光五分に一度の流星群たち 兵庫県

佳作 村井　璃音 望遠鏡のぞくと見えた昼間でも光り輝く白いシリウス 兵庫県

佳作 田中　大雅 自転車でよそ見していた下り坂あの時僕は何をみたのか 兵庫県

佳作 小田垣　朱音 しんとした田舎の夜空見上げると自然と伸びる空へ続く手 大阪府

佳作 安藤　悠乃 えいやあとジップラインの縄つかみ夏の森へと飛びだす私 大阪府

佳作 森　史菜 夕焼けは達成感と喪失感明日のわたしはどっちへ向かう 青森県

佳作 安田　櫻 からっぽの弁当箱にかたまった昨日の自分がうずくまってる 青森県

佳作 重田　奏介 鹿せんべいねらってなめるぼくの指あげてもぐいぐい鹿のむれ来る 神奈川県

佳作 庄田　学矢 アイヌ語で多くのものは神なのにエゾシカだけが獲物呼ばわり 神奈川県

佳作 藤本　弥子 携帯とにらめっこしてやっときた三分待って君へ返信 兵庫県

佳作 大井　信之介 夏本番蒸し器の中に入れられた君はシューマイ僕は肉まん 兵庫県

佳作 田口　伶奈 夏すぎてぶどう一粒ふくむとき君への気持ちまた思い出す 兵庫県

佳作 木村　暖心 チョコレートドーナツの穴窮屈で目が合うなんて思ってなくて 埼玉県

佳作 今榮　苺香 長すぎる問題文と数式が動いていまにもとんできそうだ 兵庫県

佳作 中村　こころ 授業中開いたままのタブレット画面に映る君の横顔 兵庫県

佳作 西村　日陽 揺られつつ朝の電車で今気づく昨夜残した未読の「またね」 山口県

佳作 坂井　龍虎 ハンバーグ焦がした母は疲れてる明日は雨でも迎えはいらない 新潟県

佳作 寺下　一樹 能登の祖母新潟に住む僕達を「無事か」と尋ねる元日の夜 新潟県

佳作 佐藤　翠蓮 はさみから落ちてく髪が人生の欠片に見えた日曜の昼 新潟県


